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当センターでは,かねてから消防統計データを有効に活用するための調査研究,とりわけ市町村

の消防本部において活用できるパソコン用システムの研究を進めてきた。 

今回当センターは,消防本部において, 新の消防統計データを用いて類似団体と消防行政水準

を比較したり,特定の消防本部を検索したり,様々なデータ項目について集計し,グラフ表示する

ためのパソコン用システム「全国消防本部比較&検索システム」を開発し,平成 9年度データによ

るサンプル版(CD-ROM)を試作した。 

ここでは,本試作システムの概要及び活用例について解説する。 

 

1.システムの特徴 

本システムは,全国すべての消防本部を利用対象とし 新の消防統計データ(市町村の消防本部

とは事情の異なる東京消防庁分は除く)のなかでも特に利用頻度が高いと思われる項目により構

築したデータベースと,このデータベースを活用するためのソフトウェアとから構成され,1 枚の

CD-ROM にて提供される。別表(文末に掲載)に全収録データ項目を示す。 

本システムにより,パソコンを用いて誰でも容易に 新の消防統計データの検索や集計,表やグ

ラフの作成などができる。特に,自己消防本部と同じような条件にある消防本部における消防力

の整備状況,火災や救急の発生状況などを把握したり,自己消防本部と比較することが可能なた

め,本パソコンシステムは今までにない幅広い活用方法が考えられる。例えば消防力整備計画,消

防施策立案,活動改善計画等のための基礎資料作成,議会・予算関係での資料作成,消防年報の作

成,あるいは検索機能を用いて優良団体などの検索を容易に行うことができ,先進地視察調査な

どに役立てることができる。 

 

2.処理の流れ 

図 1に本システムの処理の流れを示す。本システムは,大きく分けて三つの機能を持つ。 

すなわち,「他消防本部との比較」,「消防本部の傾向把握」そして「消防本部の検索」である。

これら三つの機能とも,はじめに処理対象とする消防本部群を設定する。設定する条件は,本シス

テムに登録されているデータ項目なら,どのような項目を,どのように条件設定してもかまわな

い。例えば,「人口 30 万人以上 50 万人以下の単独市消防本部」,「関東ブロックの組合消防本部」, 
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「林野火災特別地域で林野火災発生件数が年間 20 件以上の消防本部」,「海水消防システムを保

有している消防本部」,「8 分以内放水率が 50%以上である消防本部」等々,もちろん全消防本部

を処理対象とすることも可能である。処理対象消防本部が選ばれると,システムは選ばれた消防

本部数を知らせるので,ユーザは処理対象本部を選び直すか,そのまま処理を進めるかを決める。 

「他消防本部との比較」及び「消防本部の傾向把握」を選ぶと,次に集計方法の選択,さらに集

計項目の選択へと進み,集計結果を得ることができる。集計方法の概要を表 1に示す。 
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集計項目については,本システムに収録されているすべてのデータ項目が選択可能である。 

「消防本部の検索」を選ぶと,次に表示させたい項目を選択すれば検索結果一覧表が得られる。

本システムに収録されているすべてのデータ項目について選択が可能であり,表示中の任意の項

目について,昇順あるいは降順に並び替えることもできる。 

 

3.システムの活用例 

ここで示したのはほんの一例であり,収録されたすべてのデータ項目に対して,同様の処理が可

能である。 

(1) 他消防本部との比較 

 

全国の消防本部を対象に,人口区分別に火災の出火率(人口 1万人当りの件数)平均を 

調べ,自己消防本部と比較する。 

(統計データ比較) 

 

 

 

 

 



- 51 - 
 

 



- 52 - 
 

(2)消防本部の傾向把握 
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(3)消防本部の検索 

 

この例のように画面上に入りきらない場合は,スクロールバーで一覧をスクロールさせて見る

ことができる。 

 

4.今後の見通し 

以上,今回開発した試作システムの概要と活用例について解説したが,今後はさらにソフト面の

機能拡充とデータ項目の充実を図り,より効果的なシステムをめざしていく。特に,「他消防本部

との比較」については,本試作システムでは集計表やグラフに自己消防本部における値を表示す

る程度にとどまっているが,今後は比較対象消防本部の選択時等においても自己消防本部の値を

示したり,集計表,グラフにおいてもより比較分析がしやすい表示方法をとるなどの改良を予定

している。また,収録データ項目については,今回のサンプル版では救急体制・出動データ,救助

体制・出動データを十分に収録することができなかったが,今後はこれらデータ項目の充実,さら

に今回収録のできなかった危険物施設,防火対象物等に関するデータ項目についても,収録を検

討していく予定である。 
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